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の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ
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第５章 つながりの志向

これまでの若者を対象とした研究では、プライベートの重視などの個人化が進みつつあるとされているが、

一方で、SNSの活用に典型的にみられるように、つながりをもつことを重視する“つながり志向”がみられるこ

とも指摘されている。つながりは生活に充足感や安心感をもたらすものであるが、その“つながり志向”の背

景には、強い自己承認欲求があること、また、つながりを求め続けることによる副作用、すなわち“つながり

疲れ”があるともいわれている。このような傾向は特にＺ世代（現在の29歳以下）に特徴的なものとされてい

る。本章では若者の“つながりの志向”をとりあげる。 

１．関係の作り方、あり方についての考え

人との関係の作り方、あり方について６つの項目をあげて、それぞれについて「そう思う」から「そう思

わない」のなかからひとつ選んでもらっている。 

①関係の広がり 

［話をすれば、誰とでも、一致点を見出せる］［多様な人と幅広く関係をつくりたい］についての考えをた

ずねた。「そう思う」「ある程度そう思う」をあわせた＜そう思う＞は［話をすれば、誰とでも、一致点を見

出せる］が71.8％、［多様な人と幅広く関係をつくりたい］が77.6％である。人間関係の広がりを求める考え

方が多数であり、また、社会には様々な人がいるものの［一致点を見出せる］と前向きに捉えられている（第

５－１図）。 

第 5－1 図 関係の作り方、あり方についての考え
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筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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②他者との距離 

若者の多くはつながりを求めているし、さらに、多様な人とつながりを作れると考えている。しかし、つ

ながりに対してドライな面もあわせもっている。 

［人は人、自分は自分で、自分が納得できればよい］と66.1％が考えている（＜そう思う＞の比率）。多様

な人と［一致点を見出せる］と考えているが、その一致点の深さは必ずしも深いものではない。つながりを

求めているが、相手と納得しあえることは必ずしも求めていない。 

［多様な人と幅広く関係をつくりたい］への回答と重ねあわせてみたのが第５－２図である。［多様な人と

幅広く関係をつくりたい］と考えている人も、［人は人、自分は自分で、自分が納得できればよい］と63.4％

が考えている。幅広い関係を希望しつつ、互いに納得しあえる関係を求める人は多くない。考え方のなかで

多数派となっているのは、［多様な人とは幅広く関係をつくりたい］、しかし、［自分が納得できればよい］と

いう広く・薄くという関係のあり方である。 

［周りの人に評価されないと安心できない］も＜そう思う＞が65.3％となっている。［人は人、自分は自分］

という相手と距離をとる考えが多いが、一方で、周囲からの承認がないと安心できない人（≒承認欲求が強

い人）のほうが多い。 

［周りの人に評価されないと安心できない］についても［多様な人と幅広く関係をつくりたい］との関係

をみると、［多様な人と幅広く関係をつくりたい］と考える人のほうが［周りの人に評価されないと安心でき

ない］（＜そう思う＞68.9％）と考える人が多い。幅広い関係を求める志向は強いが、周りに評価されたいと

いう承認欲求も幅広い関係を求める意識を強める要素となっている（第５－３図）。 

  
第 5－2 図 ［人は人、自分は自分で、自分が納得できればよい］についての考え方

（［多様な人と幅広く関係をつくりたい］についての考え方別）
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第 5－3 図 ［周りの人に評価されないと安心できない］についての考え方
（［多様な人と幅広く関係をつくりたい］についての考え方別）
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③年齢と関係性 

年齢とともに上位の役職に昇進していく年功序列型の人事管理は、企業による抜てき人事やジョブ型人事

制度の導入、労働者のキャリア観の多様化などにより揺らぎつつある。 

年齢でなく個々人の能力・考えを重視する［年齢でなく、その人の能力、考えが大切］は＜そう思う＞が

97.0％である。個々人の能力・考え方の重視度が特に強い「そう思う」も49.1％ある（第５－１図）。

また、伝統的には他者とのやり取りでは敬語など年齢を意識したコミュニケーションが一般的だった。し

かし、SNSはコミュニケーションのあり方を一変させている。［LINEやチャットであれば目上の人にもスタン

プや『いいね』で返事をしてよい］に62.1％が＜そう思う＞としている。コミュニケーションでも互いの年

齢の差を超えたフラットな、儀礼よりも気軽さを重視する考え方が広がっている。 

つながりの志向は性別年齢別などにみると以下のような特徴がみられる。 

①関係の広がり 

［話をすれば、誰とでも、一致点を見出せる］［多様な人と幅広く関係をつくりたい］ともすべての層で＜そ

う思う＞が多数であり、つながりへの志向は広くみられる。なかでも働きはじめてからの期間が短い24歳以

下に＜そう思う＞が多い（第５－１表）。 

②他者との距離 

［人は人、自分は自分で、自分が納得できればよい］［周りの人に評価されないと安心できない］はいずれ

も＜そう思う＞が多数となっている。このうち［周りの人に評価されないと安心できない］は29歳以下、特

に女性で多い。 

学歴別では大学卒または大学院修了で

［人は人、自分は自分で、自分が納得で

きればよい］［周りの人に評価されないと

安心できない］が多い。大学卒または大

学院修了は、［人は人］と他者との距離を

とりつつも、［評価されないと安心できな

い］と承認を求める意識も強い。 

③年齢と関係性 

［年齢でなく、その人の能力、考えが

大切］はどの層でも共通する見方である。 

［LINEやチャットであれば目上の人に

もスタンプや『いいね』で返事をしてよ

い］への＜そう思う＞も幅広くみられる

が、学歴別にみると大学院修了で特に多

い。 

第 5－1 表 関係の作り方、あり方についての考え（＜そう思う＞の比率）
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返
事
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件
数

71.8 77.6 66.1 65.3 97.0 62.1 7755

73.2 78.3 67.3 62.5 97.0 61.1 5561

78.5 81.6 64.8 65.5 96.2 56.0 966

72.6 79.9 67.1 63.7 97.0 61.1 2155

71.7 75.7 68.4 60.2 97.4 63.2 2440

68.6 75.7 63.0 72.9 97.1 64.5 2136

70.4 80.1 58.3 75.6 97.2 58.5 533

69.5 75.9 63.0 73.4 96.7 66.9 975

65.8 71.8 67.0 69.9 97.5 65.9 628

72.9 77.1 60.3 59.0 96.7 56.6 2383

68.5 73.7 67.2 60.9 96.1 64.0 714

73.2 79.5 67.6 69.7 97.2 62.8 3725

65.5 73.9 74.1 67.0 97.6 72.6 901

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

関係の広がり 他者との距離 年齢と関係性
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別

年
齢
別

学
歴
別

共同調査計

男性計

２４歳以下
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３０歳以上

女性計

２４歳以下



         

             

 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 
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筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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つながりの志向は、日常の仕事の仕方、向き合い方と関連している。 

関係の広がり（［話をすれば、誰とでも、一致点を見出せる］［多様な人と幅広く関係をつくりたい］）は、

仕事、組織へのコミットが高い層ほど＜そう思う＞が多い。［会社発展のために最善を尽くしたい］など仕事、

組織へのコミットの高さ、つながりへの志向は、いずれも周囲と関わりをもちたいという思いである（第５

－２表）。 

ただし、他者との距離のうち［周りの人に評価されないと安心できない］も仕事、組織へのコミットが高

い層ほど＜そう思う＞が多い。［キャリアを自分で考えることが必要］とされる職場は、個々人の自律性がよ

り求められる職場である。しかし、キャリアにおける自由度の高まり（個別化）は、［周りの評価］を求める

承認欲求を強めている。 

第 5－2 表 関係の作り方、あり方についての考え（＜そう思う＞の比率）
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71.8 77.6 66.1 65.3 97.0 62.1 7755

83.3 89.8 61.4 70.3 97.9 61.7 1746

72.6 78.9 66.1 67.8 97.6 62.5 4514

56.6 59.4 72.7 54.0 95.3 62.4 992

55.0 58.9 70.8 47.4 91.6 58.9 489

74.1 80.6 67.2 67.9 97.8 64.0 5597

65.8 69.9 63.2 58.6 94.8 57.2 2152

75.2 81.4 65.3 69.2 98.0 61.1 4680

70.3 77.4 66.3 62.8 96.8 64.9 2465

51.6 47.3 72.5 44.6 90.0 58.9 579

80.0 86.9 63.6 73.3 97.8 70.2 1094

79.5 84.3 65.8 71.4 97.3 64.7 1230

65.3 70.8 68.0 61.4 96.7 60.9 3086

72.6 78.6 65.0 63.6 96.9 58.6 2337

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

共同調査計

会社発展のために最善を尽くしたい

報いてくれる程度には貢献したい

必要最小限の仕事ですませたい

会社に対し特に何も考えていない

管理職志向

仕事のスキル・能力
の習得への関心

キャリアを自分で考
えることが必要

会社とどのような関
係でありたいか

管理職にはなりたくはない

わからない

あてはまらない

勤務先で身に付けられるスキル

勤務先では身に付けられないスキル

スキル・能力の習得に関心がない

部長クラス以上になりたい

課長クラスにはなりたい

あてはまる

関係の広がり 他者との距離 年齢と関係性
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の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ
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２．私用のSNSでやり取りする相手

SNSでのやり取りは日々の生活に広く浸透している。しかし、いつでもやり取りできるという関係性は極め

て私的なものである。私用のSNSでのやり取りは、他者に対する生活の私的な領域での関わりの許容という意

味合いもある。 

私用のSNSでやり取りする相手として最も一般的であるのは［職場外の友人・知人］である。「やり取りし

たい」が45.9％、「声を掛けられたらやり取りする」が44.9％であり、あわせた＜やり取りする＞は90.8％で、

多数が私用のSNSでのやり取りを前向きに捉えている（第５－４図）。 

職場の人とのやり取りをみると、［同じ職場の同僚］も＜やり取りする＞は82.7％と多い。ただし、そのう

ち積極的な「やり取りしたい」（19.7％）は［職場外の友人・知人］と比べるとかなり少ない。また、［職場の

上司］［労働組合の役員］と＜やり取りする＞はそれぞれ62.7％、58.1％である。積極的な「やり取りしたい」

は１割未満と少ないが、「声を掛けられたらやり取りする」まで含めれば、私用のSNSでのやり取りを前向き

に考えている人のほうが多い。 

「職場外の友人・知人」は性別や年齢による違いが

少ない。一方、職場の人では違いがみられる（第５－

３表）。 

［同じ職場の同僚］は男女とも若者のなかでも年齢

が高くなるにつれて＜やり取りする＞が少なくなる。

全体的にみて男性、より若い年齢層、高校卒がより肯

定的で、女性、より高い年齢層、大学卒や大学院修了

は肯定的な見方が相対的に少ない。 

［職場の上司］［労働組合の役員］は男性と比べて女

性で＜やり取りする＞が少ない。学歴別では高校卒の

＜やり取りする＞が全体を上回り、大学卒や大学院修

了が全体を下回る。なお、年齢別の24歳以下で＜やり

取りする＞が多くなっているがこれは高校卒が多い

ためである。 

第 5－4 図 私用の SNS でやり取りする相手
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第 5－3 表 私用の SNS でやり取りする相手
（＜やり取りする＞の比率）

同
じ
職
場
の
同
僚

職
場
の
上
司

労
働
組
合
の
役
員

件
数

90.8 82.7 62.7 58.1 7755

90.4 83.8 65.5 61.0 5561

93.5 89.3 72.8 65.8 966

91.0 84.1 65.0 59.4 2155

88.6 81.3 63.1 60.5 2440

91.9 80.3 55.8 50.8 2136

94.0 85.9 61.0 52.9 533

92.0 80.0 54.7 50.2 975

89.8 76.1 53.0 50.2 628

91.2 85.6 68.8 68.9 2383

91.2 83.5 63.4 59.9 714

90.1 81.0 59.5 53.6 3725

91.8 81.6 59.4 46.7 901

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

職場職
場
外
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人
・
知
人

年
齢
別

年
齢
別

学
歴
別

共同調査計

男性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

女性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

高校卒

高専・短大・専門卒

大学卒

大学院修了
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筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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私用のSNSでのやり取りを許容するかどうかは、仕事の仕方、向き合い方と関連している。［職場外の友人・

知人］についても、会社とどのような関係でありたいか、仕事のスキル・能力の習得への関心との関連がみ

られる。仕事、組織に関わりたいという思いは、SNSで他者とつながりたいという思いと通底する部分がある

と考えられる。［同じ職場の同僚］など職場の人とのやり取りは、仕事、組織へのコミットとの関係がよりは

っきりする。仕事、組織へのコミットが高い層ほど職場の人とのやり取りを肯定的に捉えている人が多い。

職場における心理的安全性の指標のひとつといえる［職場では反対意見も話しやすい］場合にも＜やり取り

する＞が多い。また、［職場の上司］［労働組合の役員］は管理職志向のある人ほど＜やり取りする＞が多い

（第５－４表）。 

職場の人との私用のSNSの活用についての考え方は、仕事、組織への関わりの状況を反映している。 

第 5－4 表 私用の SNS でやり取りする相手（＜やり取りする＞の比率）

同
じ
職
場
の
同
僚

職
場
の
上
司

労
働
組
合
の
役
員

件
数

共同調査計 90.8 82.7 62.7 58.1 7755

93.0 88.6 76.5 69.8 1746

91.9 83.6 62.8 58.0 4514

85.3 75.3 47.2 47.2 992

83.6 69.1 43.4 38.7 489

92.2 85.0 67.8 60.4 5417

87.5 77.5 50.9 52.8 2332

92.1 85.9 67.1 60.4 4680

90.9 80.4 59.2 57.3 2465

80.7 68.2 43.4 43.0 579

91.3 85.8 70.1 64.6 1094

93.2 86.2 69.3 63.3 1230

88.9 78.7 55.6 52.0 3086

91.9 84.9 65.2 60.3 2337

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

職
場
外
の
友
人
・
知
人

職場

あてはまる

管理職志向

仕事のスキル・能力
の習得への関心

職場では反対意見も
話しやすい

管理職にはなりたくはない

わからない

あてはまらない

勤務先で身に付けられるスキル

勤務先では身に付けられないスキル

スキル・能力の習得に関心がない

部長クラス以上になりたい

課長クラスにはなりたい

会社発展のために最善を尽くしたい

報いてくれる程度には貢献したい

必要最小限の仕事ですませたい

会社に対し特に何も考えていない

会社とどのような関
係でありたいか


